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こぱんはうすさくら　立川若葉町教室

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 20件 4件 3件

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 17件 3件 7件

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
と思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、
バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いま
すか。

21件 1件 5件

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いま
すか。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いま
すか。

24件 3件

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性の
ある支援が受けられていると思いますか。 

23件 1件 1件 2件

言葉が話せないこどもですが、本人が理
解できるツール、イラストや数字、ジェ
スチャーを混ぜて分かりやすい表現を意
識して伝えてくださってます。

また読み書きが出来ないからと、書記な
どに立候補する子供に対しても、出来る
範囲で取り組めるように工夫していただ
き、やる気をそぐわない対応をしてくだ
さってます。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援
内容と合っていると思いますか 。

24件 3件

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観
的に分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）
が作成されていると思いますか。

24件 1件 2件

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ
ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、
「家族支援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に
必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が
設定されていると思いますか。

21件 3件 3件

9
放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思います
か。

24件 1件 2件

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると
思いますか。

24件 3件

飽きないようにいろんな場所に連れてっ
てくれます。
プログラムもクッキングや外遊び、買い
物体験、図書館、勉強や運動など多種多
様に考えて頂いてます。
一生懸命日々アイディアを絞ってくだ
さっているのが感じ取れます。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動
する機会がありますか。

9件 4件 6件 8件 特に必要性を感じないです。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等
について丁寧な説明がありましたか。

24件 2件 1件

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明が
なされましたか。

22件 1件 1件 3件
今年度はモニタリングの実施はまだない
です。

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレー
ニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われ
ていますか。

8件 5件 8件 6件 特に必要性を感じないです。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の
状況について共通理解ができていると思いますか。

25件 1件 1件
こどもが話せない分、毎回事細かに過ご
した内容を写真付きで教えて頂け、イ
メージ出来、分かりやすく有難いです。

今年度は職員の人手不足や教育、育成など
を行っており、個別支援計画の面談に時間
を取ることが難しい時もあったため、準備
をして順次行えるようにしていきたい。

今まで事業所としての家族支援プログラム
や家族等も参加できる研修会等を行ってき
ていない。
今後、必要性に応じて行っていく機会をも
てるようにしていく。

今後も、送迎時を含め、連絡帳で分かりや
すく活動内容や、お子様の状態についても
伝えていけるようにする。

保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果

事業所名 保護者等数(児童数)　34名　　回収数　27件(割合79.4％)

ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

公表日

適
切
な
支
援
の
提
供

今後も一人一人に分かりやすく、目的を
もった支援を行っていけるように取り組ん
でいく。

「はい」以外の回答については、お子様の
特性等の理解をさらに深め、必要に応じて
保護者様と連携をして取り組み、取り組ん
だ内容等を口頭、または連絡帳などで伝え
ていく。

平日、土曜日、⾧期休みなど、今後も活動
時間に応じて、職員間でアイディアを出し
合いながら取り組んでいけるようにする。
また、連絡帳や送迎時に、取り組んだこと
や外出先などの写真を入れて、何をしたの
か分かりやすく伝えていく。

今年度は職員の人手不足や教育、育成を
行っていることもあり、地域とのかかわり
が少なくなっていた。
今後は、職員の定着がしてきたら、地域の
イベントなどにも参加できるようにしてい
きたい。

公表



16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 22件 1件 2件 2件

うちは障害程度が比較的軽く子供もでき
ることが増えてきたため学校の通常級の
友人との関わりを優先すべきとして卒所
を勧められた。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 26件 1件

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士
の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。
また、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士
の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援がされていま
すか。

5件 4件 12件 6件 不要と感じるので今のままで良いです。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備され
ているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があること
について周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に
対応されていますか。

19件 2件 6件
メールやアプリでタイムリーに対応して
頂いてます。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされて
いると思いますか。

25件 2件

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、
連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者
に対して発信されていますか。

23件 4件

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 26件 1件

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯
マニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知
・説明されていますか。また、発生を想定した訓練が実施されて
いますか。

21件 3件 3件

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他
必要な訓練が行われていますか。

22件 1件 4件
今後、東京でも熊の出現が増加すると、
自然豊かな場所へのお出かけが難しくな
るなど感じています。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知され
る等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思い
ますか 。

21件 6件

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな
連絡や事故が発生した際の状況等について説明がされていると思
いますか。

23件 1件 3件

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  25件 1件 1件
自分のペースで過ごせているので、安心
して利用できています。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 24件 3件
毎回、⾧期休暇中の車での遠出のプログ
ラムを楽しみにしています。

29 事業所の支援に満足していますか。 26件 1件

事業所のご支援には大変満足していま
す。更に共働きしている家庭が安心して
働けるように、こどもを見守ってもらえ
る環境を整備して頂き、学童や保育園の
ように開所時間を⾧くしていただけるこ
とを切に願います。それは事業所が開所
時間延⾧をしても経営が成り立つように
国や自治体などが制度設計していただ
き、福祉サービスの充実を図っていただ
きたいです。
こぱんの先生や活動が大好きで、毎回楽
しく通っています。家族でフードコート
へ行ったとき、ひとりで注文できるから
大丈夫。と言って堂々とお店へ向かって
いました。知らない間に色んなことが出
来るようになっていて、こぱんで色んな
経験をさせてもらっているおかげです。
ありがとうございます。今後ともよろし
くお願いいたします。

保護者様からの相談や連絡については、当
日内に返答ができるようにしている。今後
も迅速かつ適切に対応できるように努めて
いく。

お子様の状態に合わせて適宜、卒所などを
勧めたり、面談時に困っていることや事業
所で行っている支援内容などを伝えてい
る。今後も継続して行っていく。

コロナウイルス感染などの予防から、保護
者会を行わなくなった。
適宜、交流を図るなど、必要に応じて保護
者様も参加できるイベントなどの機会を
作っていけると良い。

非
常
時
等
の
対
応

お子様たちと普段の教室時の避難訓練は定
期的に行っているが、外出時については、
事前情報などを予め把握して、安全なとこ
ろに行く等、対策を考えていく必要があ
る。

保
護
者
へ
の
説
明
等

満
足
度

プログラム活動なども無理に促さずに、や
りたくない時は理由を聞いたり、出来ると
ころだけやっていただくなど、ふり幅を
もって対応をしている。

おやつの買い物や調理、公園遊び、⾧期休
暇中の遠出など、お子様たちが自分たちで
やりたいことや行きたい場所を選べるよう
に会議を行ったり、お子様の意見を反映で
きるように取り組んでいる。

開所時間の延⾧については、国や自治体の
制度に基づいて行うため、現況での改善は
難しく感じる。

買い物体験やその他の活動を通して実際に
体験してできるようになることが増えるよ
うに今後も、外出等で色々な体験を積み、
プログラム活動の工夫、見直しをしながら
支援に取り組んでいきたい。



　　　　　年　　　月　　　日

チェック項目 工夫している点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

遊びや活動内容によっては、パーテー
ションで分けている時もある。
人数によって、外出と室内に分けるな
ど、適宜、空間の確保も考えて取り組ん
でいる。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切で
あるか。

全体や個別など職員で分担してみてい
る。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になってい
るか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー
化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

入口の段差に対しては簡易スロープを用
意している。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

晴れている場合は、公園に行くなどお子
様の状態や人数、利用時間に合わせて活
動や空間を作って過ごしやすくできるよ
うな環境作りを行っている。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認め
られる環境になっているか。 

個室に物を置かないようにして、お子様
がクールダウンや一人になりたい時に使
用ができるようにしている。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、
広く職員が参画しているか。

振り返りを小まめに共有、報告してい
る。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

職員間で集まり、保護者様の意見を確認
して、改善案を出し合っている。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。

職員間で集まり、一つずつ項目の確認。
意見を出し合い、改善案に努めている。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげてい
るか。

特になし

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

アルバイトスタッフも研修に参加できと
てもよかった。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 
いつでも支援の情報を見られるし、確認
できる。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス
計画を作成しているか。

職員間で保護者様から聞いた情報や学
校、家庭、事業所での個々の課題などを
話し合い、ニーズや課題を考えて計画書
を作成している。

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理
責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、
こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

児童個々人の利益を考慮しているため、
状況共有の早さ、対応の丁寧さが工夫さ
れていると思う。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援
が行われているか 。

一つの課題に対して職員間で共有して計
画書を作成している。

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォー
マルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマル
なアセスメントを使用する等により確認しているか。

お子様の情報共有については記録として
残し、日々の様子も記録して確認をして
いる。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン
の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、
「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい
及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に
設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

保護者様から、困っていることや要望な
どを各職員が送迎時に聞いたり、事業所
での課題などもその都度話している。そ
れを踏まえてどんな支援が必要かを職員
で話し合い計画書を作っている。

適
切
な
支
援
の
提
供

事業所名 こぱんはうすさくら　立川若葉町教室

4件 １件
地域支援・地域連携については、定期的に
できていないため、今後、学校や地域との
連携をしていけるようにしたい。

５件

お子様の情報共有を常に行い、全職員で対
応できるように、ミーティング時に共有、
検討をしている。また、職員間でメール機
能などを使い、学校お迎え時や保護者様か
ら当日の連絡事項などは直ぐに共有ができ
るようにしているため、今後も継続して
行っていく。

５件

5件

職員の経験年数などによりアセスメントの
視点の幅はあるが、他の職員と共有するこ
とでお子様の様子や状況の把握ができるよ
うになる。

事業所内での研修は開催しているため、外
部の研修を受講する機会をもっと取り入れ
ていけると良いと感じる。

5件
職員間でプログラム作成をし、公表も行っ
ているので、継続していく。

5件

定期的にアセスメントが取れていない時も
あるので、最新の情報が更新されていない
場合もある。今後は、適切なアセスメント
を定期的に取っていき計画書の作成をする
ようにしていく。

作成した計画を職員間で共有する時間がも
ててないことがあるため、今後、ケース会
議などを行った後に職員間で共有をしてい
くように心がけていく。

１件 4件
現在はほとんど行えていないので、今後、
行っていきたい。

５件

個室が一つしかないため、二人以上休みた
い時は順番にするか、フロアの端にパー
テーションで区切って使うなど、適宜対応
をしている。

５件

お子様に分かりやすく過ごしやすい環境を
提供できるように気をつけている。必要の
ないものは片付けるように日々注意をして
取り組んでいる。

３件 ２件

問題があるとは思っていないが、雨の多い
季節に同じフロアで様々な遊びをしていて
大丈夫かなと思う。
走ったり、動く場合は、危ないと感じるこ
ともあるため、晴れていれば外出をするな
ど、適宜、環境をみて空間を作っていく必
要がある。

５件
全項目の把握、理解をしている職員ばかり
ではないので、項目ごとの内容を確認して
いく必要がある。

職員の配置が取れない時は、安全性の面か
ら利用人数を調整していることもある。
職員の配置が少ない時の見守り方、プログ
ラムの構成なども考えて、見ていけるよう
にする。

業
務
改
善

５件

毎日、朝のミーティングと1日の活動後に
振り返りを行っている。当日にいる職員が
疑問を残さずに1日が終われるように早く
帰る職員には事前に困ったこと、分からな
いことなどを聞いて、次回に対応できるよ
うにしている。

５件
全項目の把握、理解をしている職員ばかり
ではないので、項目ごとの内容を確認して
いく必要がある。

５件

はい いいえ 課題や改善すべき点

環
境
・
体
制
整
備

4件 1件

ギリギリに見える時もあるので完全に「は
い」というわけではない。
10名を超えての利用の場合は、走ってい
る児童がいると危ないと感じる。ぶつから
ないように端による声かけなどをしていく
必要がある。

３件 ２件

放課後等デイサービス事業所における自己評価結果

公表日

公表



17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。
毎月、毎日の活動プログラムを職員間で
意見を出し合って行っている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

毎月テーマを決め、プログラム組を行っ
ている。前月と同じにならないように職
員間で話し合い、決めている。また、お
子様との普段の話から、やりたいことな
どを反映させていけるように組み立てを
行っている。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて
放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

個別の課題と集団活動の取り組みを計画
書に盛り込んで作っている。

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行って
いるか。

必ず当日の出勤者が理解して活動に入れ
るようにお子様の様子や活動内容などを
職員間で把握できるように確認をしてい
る。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援
の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

支援終了後に出来ない時は、翌日の午前
中に行っている。翌日に休みの職員は、
当日に口頭で気づいた点や分からなかっ
たことなどを共有してから帰宅してい
る。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に
つなげているか。

朝のミーティング、1日の振り返りで職員
間で共有、記録を取り、次の支援に繋げ
られるように行っている。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し
の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。

定期的なモニタリングが行えていない時
は、送迎時などで保護者様から直接、普
段の課題などを聞いて、支援の見直しな
どを職員間で共有している。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組
み合わせて支援を行っているか。

お子様の年齢、状態を見ながらガイドラ
インに沿える形で支援を行っている。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定
をする力を育てるための支援を行っているか。

活動の選択の幅がもてるように常に、お
子様の意思を大切にして取り組んでい
る。様々な特性を持ったお子様がいるの
で、お子様の状態に合わせて選択ができ
るように準備をしている。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、
そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

基本的には児発管が出席しているが、お
子様の特性をよく理解している場合は、
指導員が参加をすることもある。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

直接ではないが、学校や保護者様を通し
て医療の情報提供を行ったり、学校の教
員から話を聞いたり、お迎え時などに出
来る範囲行っている。

28
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校
時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）
を適切に行っているか。

お迎え時間などの場合は、保護者様を通
して下校時刻の連絡を行い、利用日まで
に必ず確認をするようにしている。
年間行事や行事予定なども4月の段階で分
かる場合は確認をしている。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達
支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

同じ法人の事業所から移行するお子様の
生育歴の中から情報共有を行ったりして
いる。

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所
等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して
いるか。

現在までは、卒業して障害福祉サービス
事業所等へ移行する児童が少なかったた
め行えていなかったが、今後、情報提供
などをしていきたい。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じて
スーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。

現在はほとんど行えていないが、今後機
会を作っていきたい。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動
する機会があるか。

地域の行事やイベントなどの情報は、町
のチラシやポスターなどで確認をしてい
る。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。
市内の連絡会の集まりなどで自立支援協
議会等の話を聞いている。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

送迎時やメールでのやり取りで確認した
り、課題について共有をしている。

35
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ
ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の
機会や情報提供等を行っているか。 

特になし

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか。

契約時に保護者様に丁寧な説明と、分か
りづらい点がないか確認も行っている。
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5件
報酬改定などで単価の変更や制度が変わっ
た時の知識などをよく理解しておけるよう
にしていく。

１件 4件
年齢的に児童館に行く機会がもてなかっ
た。今後は地域の行事や地域の子どもたち
とかかわる機会を作っていきたい。

１件 4件
市内の仕組みなどが分からないこともあ
り、どういう仕組み作りになっているか確
認していく。

5件 特になし

１件 4件

現在は行えていないが、要望があれば行っ
ていく機会を作りたい。
職員自身がペアレントトレーニングの研修
を受けるなど知識などを深めていく機会も
作っていきたい。

１件 4件
地域との連携を取っていけなかったので、
今後取っていく機会を設ける。

5件

学校によって情報共有が遅い場合などもあ
るため、下校時間が分からなかったり、保
護者様と上手く連携が取れない時もある。
学校のホームページでの確認や連絡調整な
ども適宜、行っていけるようにしていく。

4件 １件

小4年以上の児童の受け入れを行っている
ため、就学前の情報共有は直接は行ってい
ない。
同じ法人の事業所から移行するお子様の事
前情報として確認していく必要がある。

５件 特になし

1件 4件
現在までは行えていなかったので、今後
行っていきたい。

5件 特になし

4件

4件 １件
定期的なモニタリングを行えていないこと
もあるため、今後行っていく必要性があ
る。

5件
お子様の要望に合わせた取り組みを重視し
ているため、ガイドラインに沿って行える
ように気をつけていく。

１件
一部では連携しているが、全体としてはで
きていないため、今後地域とのつながりを
取っていく必要性がある。

5件 特になし

５件 特になし

5件

お子様の個別の共有の部分では、翌日に振
り返りを行う時に、翌日休みの職員には細
かいところまで話し合いが出来ないため、
直接の支援場面での様子を職員間で話し合
えないところ。当日や難しい場合は、次回
の出勤日に確認をしていくようにしてい
る。

５件 特になし

５件

個別課題などの日は、プログラム活動がな
いため、時間の使い方が難しい。課題以外
の時間でその日のお子様の人数や状況、下
校時間によって決めることを行い、ふり幅
が多くもてるようにしている。

5件 特になし



37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の
意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、
こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

お子様の状況、保護者様の意見等を確認
した上で、作成をするように心掛けてい
る。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、
保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

お子様の課題などを主軸として、事業所
で行う支援内容について説明をし、保護
者様から同意を得て行っている。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や
必要な助言と支援を行っているか。

各職員が送迎等で聞いてきた悩みなどを
職員間で共有し、後日、メールや電話、
送迎時にお伝えしている。

40
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、
保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、
きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

特になし

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に
対応しているか。

当日中に職員間で共有し、迅速に対応で
きるようにしている。

42
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに
より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に
対して発信しているか。

お子様個人の連絡帳の活用や事業所のア
プリを使い、全体的に活動内容や詳細な
どを定期的に伝えている。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。
お子様の名前が載っている書類の管理、
連絡帳の入力間違えなどは特に気をつけ
て行っている。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

特性に応じて、ジェスチャーやイラスト
（写真）、紙に文字を書いて伝えるなど
一人一人に応じた対応を行っている。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営
を図っているか。

特になし

46
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとと
もに、発生を想定した訓練を実施しているか。

職員間で研修などを行っている。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、
定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

特になし

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認
しているか。

保護者様から状況を聞いたり、教えてく
ださっているため、職員間で共有してい
る。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応
がされているか。

保護者様を通して、アレルギーの確認を
して対応している。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な
措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

事故、怪我のないように職員間で、朝の
ミーティングで危険な箇所がないか確認
をして取り組んでいる。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

避難訓練などの活動内容などは保護者様
へ伝えている。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について
検討をしているか。

当日にあったヒヤリハットを職員間で共
有し、毎月月末にまとめて施設⾧へ報告
をしている。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

定期的に行えていない時もあるが、研修
は職員が全員参加する形で取り組んでい
る。

54
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、
放課後等デイサービス計画に記載しているか。

契約時と、特に注意が必要なお子様には
計画書に記載している。

4件 １件
計画に沿った研修や訓練などはあまり行わ
れていないため、今後、安全管理などを意
識して取り組んでいけると良い。

4件 １件
避難場所などを知らない保護者様もいるた
め、再度、保護者様への周知を確認してい
く。

５件 特になし

５件

初めて福祉を経験する職員にとって、虐待
の意味合いが分からないこともあるため、
基本的なところから研修に盛り込めると良
い。
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5件 特になし

１件 4件

コロナウイルス感染予防の観点から、事業
所内での行事に地域の人を呼ぶことがなく
なり、その後、まだ行われていない。
状況をみて、行事に呼んでみるなど適宜、
行っていく機会を作っていけると良い。

２件 3件
保護者様への通知は一部しているが、訓練
などを実際に行えていないので、職員の研
修として訓練も取り組めると良い。

日々のお子様との避難訓練は行っている
が、職員研修では行っていないので、今後
行えると良い。

５件

服薬などは、保護者様から話がない時もあ
るので、職員が意識して確認をしないと分
からない時がある。
今後、定期診察などで何か変更になった時
にはお知らせをいただくように全体通知や
契約時に伝えていくといいかもしれない。

5件 特になし

３件 2件

5件 特になし

５件 特になし

5件 特になし

5件 特になし

5件 特になし

５件 特になし

２件

4件 １件

定期的に面談ができない場合もあるため、
送迎時や気になる課題が見つかった時など
に適宜、保護者様に確認をしていくように
していく。

3件
コロナウイルス感染予防の観点から行えて
いなかったが、今後、交流する機会を設け
ていきたい。


